
第2四半期（累計）業績

通期業績予想
売上高 営業利益 経常利益 親会社株主に帰属する当期純利益
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当社は、安定した財務基盤の確立と
収益力の向上を図り、株主の皆様への
安定的な配当の継続を基本に、利益水
準を考慮して利益還元を行うことを基
本方針としております。
当期の中間配当は1株当たり10円と

させていただきました。また期末配当
は1株当たり10円を予定しております。
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連結財務ハイライトConsolidated Financial Highlights

さらに詳しい財務情報は当社IRサイトをご覧ください。 山善　IR 検索



皆様には日頃より格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。
当社第75期（2020年4月1日から2021年3月31日まで）の第2四半期決算

を行いましたので、ご報告申し上げます。
当社グループの主な事業領域は、生産財と消費財であり、「設備投資」と「個人

消費」の動向が業績に影響を及ぼします。
設備投資については、一部の国や業界において回復は見られるものの、米中

貿易摩擦の長期化や新型コロナウイルス感染症拡大が経済活動に深刻な影響
を与えており、国内外ともに総じて製造業の動きは力強さを欠き、先行きの不
透明感もあり設備投資の冷え込みは継続しています。また、国内の多くの事業
所では、生産調整が行なわれた結果、稼働率が低下し、生産財の需要は緊急事態
宣言中においては極めて厳しい減少局面にありました。その後、事業活動の制
約が多少緩和され、回復しつつありますが、力強さは乏しい状況です。国によっ
て違いはあるものの、以上のような状況は、海外市場においても同様の事象と
なっており、総じて厳しい事業環境となりました。

一方、個人消費については、雇用と所得環境に対する先行き不透明感は拭え
ないものの、いわゆる「巣ごもり消費」が特別定額給付金の支給とあいまって拡
大しました。中でも、テレワークや外出自粛等感染防止に関係する消費財の需
要が喚起される局面が見受けられました。

当社グループでは、テレワーク、オンライン会議、WEB展示会といった新常
態下の働き方やビジネス提案が定着しました。しかしながら、リアルな展示商
談会などの販促活動は未だ制約があり、十分な事業活動ができませんでした。

以上の結果、当第2四半期連結累計期間の売上高は、204,366百万円（前年同
期比15.9%減）、営業利益は4,389百万円（同、30.2%減）、経常利益は4,375
百万円（同、29.5%減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は2,877百万円

（同、28.7%減）となりました。
今後とも当社グループは、モノづくりを支え、快適生活空間を創造する商社

として、世の中の変化を的確に捉え、スピード感をもって対応することで、収益
の拡大を図ってまいります。

皆様には、変わらぬご理解とご支援を賜りますよう、よろしくお願い申し上
げます。

※  中期経営計画『CROSSING YAMAZEN 2021』の詳細に
つきましては、当社ホームページをご参照ください。

中期経営計画
『CROSSING YAMAZEN 2021』
2期目がスタートしました

山善、この半期 2020.4.1 〜 2020.9.30

代表取締役社長

President, CEO
Yuji NAGAO

機工事業部が、工場等
での持ち運びが可能な
スポットクーラーなど
の商品を開発、販売強
化しました。下期も積
極的に商品開発し、お
客様のニーズに合った
商品を生産現場にお届
けしていきます。

当社と取引のあるSIer、ロ
ボットを扱うメーカー数
十社とともに「山善FA・
SIer会」を立ち上げました。
今後も各社との連携を深
めながら、コロナ禍以降需
要が高まる協働ロボット
を中心に、生産現場の自動
化提案を加速していきます。

アメリカ現地法人 YAMAZEN INC.は、シカゴ本社の新社屋を8月下
旬に竣工、10月より稼働しています。今回の社屋新設及び移転に伴い、
ショールームを大
型化し、物流倉庫を
拡充して、顧客満足
度の向上と物流の
効率化を実現して
いきます。

機工事業部のプライベートブランド
商品の販売強化

「山善FA・SIer会」
立ち上げ

北米における
工作機械販売事業等を強化
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国内機械事業は、米中貿易摩擦の長期化や、自
動車産業の低迷を背景とした設備投資意欲の
冷え込みによって、受注は2019年3月期の中
盤から減少局面を迎えていました。今期はコ
ロナ禍の影響が加わり、4月の受注は大幅ダウ
ンを余儀なくされました。その後、徐々に持ち
直しつつありましたが、事業活動制約の影響
も大きく、低水準の域にとどまりました。

新常態における需要創造施策として、補助金や給付
金を活用した商材の提案活動に注力したことにより、
ルームエアコンや衛生機器、蓄電池のほか、感染症対
策商材の販売は堅調に推移しました。しかしながら、
新設住宅着工戸数の減少が続くなか、新型コロナウ
イルス感染症対策として、メーカーショールームの
一時休館や訪問活動の自粛等が実施されたことによ
り、住設機器の営業活動は大幅に制限されました。

コロナ禍において消費者の購買行動の変化により生じた「巣
ごもり消費」に合致する商品が多いうえ、特別定額給付金の
支給も消費者の購買意欲を喚起し、ネット通販を中心に、
ホームセンターや家電量販店向けも順調に推移しました。夏
物家電の主力商品であるサーキュレーターや扇風機は、暑さ
対策以上に換気意識の高まりが購買意欲を後押しし、大きく
伸長しました。その他、調理家電、AV家電、収納、デスク・チェ
ア、トレーニング関連機器等も総じて好調に推移しました。
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中期経営計画
5つの大方針と取り組みテーマ

海外

機工事業

国内機工事業は、工作機械の販売低迷、生産現場の稼働率
低下の影響を受け、特に切削工具や補要工具は、大きな落
ち込みとなりました。また、2020年2月以降、当社企画に
よるすべての大型展示商談会を中止したことが事業にマ
イナスの影響を及ぼしました。第2四半期後半に入り、自
動車関係をはじめ、一部の工場では稼働率が緩やかな回復
傾向を示し、顧客への訪問営業が7月頃までに概ね可能に
なったことから、事業環境は最悪期を脱した感があります。

37.1%

海外

海外

海外においては、新型コロナウイルス感染症の影響により、生産現場の稼働率が極限
まで低下し、各国・地域で苦戦を強いられました。米国は大統領選を控え、第2四半期
以降設備投資に対する様子見が広がり、自動車産業が集積するタイをはじめとする
ASEANは、当第2四半期末にかけ一部で明るさも出ましたが、概ね厳しい状況でし
た。一方、中国の回復やPCやタブレット端末の増産の波を受けた台湾におけるEMS
向け機械販売が伸長しました。



会社概要　（2020年9月30日現在） 株主メモ

取締役

商 号 株式会社　山　善

創 立 1947年5月30日

資 本 金 7,909百万円

本 社 所 在 地 大阪本社　〒550-8660
大阪市西区立売堀2-3-16

東京本社　〒108-8217
東京都港区港南2-16-2太陽生命品川ビル

主 要 取 引 銀 行 みずほ銀行・りそな銀行・三井住友銀行・
三菱UFJ銀行・みずほ信託銀行

従 業 員 数 3,205名（連結）

建 設 業 許 可 国土交通大臣許可

事 業 年 度 4月1日～翌年3月31日

剰余金の配当基準日 3月31日
（中間配当を行う場合は9月30日）

定 時 株 主 総 会 6月下旬

単 元 株 式 数 100株

上場証券取引所 東京証券取引所　市場第一部

公 告 方 法 電子公告とし、当社ホームページに掲載
（ただし、やむを得ない事由により、電子公告による公告が
できない場合は、日本経済新聞に掲載して行います。）

株主名簿管理人 東京都中央区八重洲一丁目2番1号
みずほ信託銀行株式会社

※お支払開始日から満３年を経過した配当金につきましては、お受取ができなくなります
ので、ご注意ください。

株式のお手続きに関するお問合せ先
口座の種類

お手続きの内容

証券会社等に
口座をお持ちの
株主様

証券会社等に
口座がない株主様（特別口座）

郵便物送付先

お取引のある
証券会社等に
直接お問合せ
ください。

〒168-8507
東京都杉並区和泉2-8-4
みずほ信託銀行
証券代行部

お問合せ先 0120-288-324
（土・日・祝日を除く　9:00～17:00）

お取扱窓口 みずほ信託銀行及び
みずほ証券

未払配当金の請求※ みずほ信託銀行及びみずほ銀行

当報告書には財政状態及び経営成績に関する将来予測の記述が含まれております。
この前提及び将来予測の記述には、経営を取り巻く環境の変化などによる一定のリスクと不確実性が含まれております。

当社は、家庭機器事業にも力を入れて
います。
当社の商品情報サイト『YAMAZEN 
BOOK』では、巣ごもり需要でます
ます注目の集まる当社の家電や生活
用品の情報をはじめ、商品の特集や
レビューなども発信しています。

直接ご購入
いただける
公式オンライン
ショップも
運営しています。

https://book.yamazen.co.jp/
検 索山善ブック

山善の商品情報が満載の『YAMAZEN BOOK』のご紹介

代表取締役社長
社長執行役員 長尾　雄次 最高経営責任者（CEO）

代 表 取 締 役
副社長執行役員 野海　敏安
取 締 役
専務執行役員 佐々木公久 営業本部長

取 締 役
常務執行役員 山添　正道 最高情報責任者（CIO）経営企画本部長

兼　最高財務責任者（CFO）管理本部長

取 締 役
常務執行役員 合志　健治 機工事業部長

取 締 役
上級執行役員 岸田　貢司 営業本部　副本部長（海外担当）

兼　機械事業部　海外機械部長

社 外 取 締 役 井関　博文

社 外 取 締 役 鈴木　敦子
取 締 役
常勤監査等委員 村井　　諭
社 外 取 締 役
監 査 等 委 員 加藤　幸江
社 外 取 締 役
監 査 等 委 員 津田　佳典




